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家庭用 


保証書別添 


品 名 

型式の呼び 

ノ、才 ME 巨已 OFS(SL)-TL 

RTS-M 巨已 OFS-T し 

ノ、才 ME6 已 OFS(SL)-TR 

KGT-M60FS 

KGK600MR 

RTS-M 巨已 OFS-TR 


よく読んで 
を全に正しく 
お使いください。 



〇全ロセンサー搭載 

J ^ Itz ンヴーコン □ 


ご愛用の皆様へ 

このたびは1」ンナイグ1」ル付ガステーブルをお買い上げいただ 
さまして、ありびとラございます。 

参ご使用の前にこの取扱説明書を最初から最後までよ<お読み 
し)ただきま全に正しくお使いください。 

参この取扱説明書と別添の「保証書」の内容をよ < ご確認のラえ、 
大切に保管してください。 

参幼いお子様にはさわらせないでください。 


ち< じ 

ぺージ 

各部のなまえと特長 

1-2 

ま全上のごミち意 C おずお守りください） 

3 〜 8 

機器の設置 

1 9.10 

使いかた 

点义-义力調節-消义のしかた 

11 

コン □ 

12 〜 14 

使用中に自動的に弱义になったときは 14 

グリル 

1 已 〜18 

使用中に消义したとをは 

19 

お手入れのしかた 

20 〜 22 

故障かな？と思った! 5 

23 〜 28 

別売部品のご紹介 

29 

交換部品(お客様にて取り替え可能な消耗部品） 29 

長期間使用しない場合 

30 

廃棄時のお願い 

30 

アフターサービス 

30 

仕様 

裏表紙 


•この製品は家庭用です。業務用のよラな使いかたをされます 
と著しく寿命び縮まります。 

•この製品は国内専用です。海外では使用でさません。 

参取扱説明書を紛失した場合は、お買い上げの販売店、または 
ちよりの当社事業所にて再購入してください。 





図のように正しくセツトしてください。 

図は丄タイプ（強火 カバーナーび 左側のタイプ）でず。 - R タイプは強火 カバーナーと 標準 パーナーび 左ち逆にな 
つていまず。 




内の数字はページをおしていまず。 



















センサー解除スイッチ 


強火カバーナーのセンヴー解除モー 
ド設定時に使用します。 03 


[ tz ンヴー解除モード表示ランプ 


タイマーセットスイッチ 

強火カバーナーのセンヴー解除モード設 
定時に点口します。 

^-1- ‘ 


加熱時間を変更するとをに使用します。〔©スイッチで最大 
20分（庫内温度びある程度上びっている場合は最大18 

分)、©スイッチで最ル1分まで設定でをます。〕 

^ J 




グ U ルタイ 7- 




-ぶ 


グリル調理タイマー表示部 


巧 


グ U ルを点火すると「引または「8」を表示します。調理に適した時 
間に設定してご使用ください。加熱時間（残 D 時間）を表示します。時 
間びくると自動で消火します。消火したら、操作ボタンを必ずちどして 
<ださい。 


ン□部の主な機能 


♦天ぶ5油過熱防止機能 B 旧抵 

(標準バーナー • 強乂カバーナー ） 

天ぷら-フライなどの揚げちのを調理中、調理油び 
過熱されてち、自然発火温度に達ずる前に自動消火 
します。(必ず指定し U 上の油量でご使用ください） 


♦焦げつを消义機能旧的 

(標準バーナー • 強乂カバーナー ） 

煮ちの調理などで水分びな< なり、なべ底び焦げ 
ついてくると、なべを傷める前に自動消火します。 
(なべのな質、調理物の種類、火力によって焦げの 
程度は異なりまず。） 

なべ底にこんぶや竹皮などをしいた調理では焦げ 
つさ消火機能び正常に働かないことびありまず。 



>コン□消し忘れ消义機能旧抵 

(標準バーナー.強火カバーナー） 

消し忘れを防ぐため点火し 
てから約2時間で自動消火 
します。 


>センサー解除機能の 

(強火カバーナー側のみ） 

「天ぷ b 油過熱防止機能」「焦げつさ消火機能」を 
一時的に解除しまず。 

このモードで連続使巧でさる時間は約30分でず。 
ただし、なべの異常過熱を防止ずるため、強乂- 
弱火と自動的に火力を調節しまず。 


グリル部の主な機能_ 


参水のい!5ないグリル旧 ♦グリル過熱防止センサー旧的 

グ U ル皿にはク U アコート加工してありまずので、 魚などの調理物を焼さ過ざたり、か b 焼さした場 

汚れび取れやず<、お手入れび簡単でず。 合など、グ U ル庫内の温度び異常に高<なった場 

合に自動消火しまず。 


コン□-グリル操作ボタンもどし忘れお知!5せ機能 

天ぷ5油過熱防止機能などのを全機能により自動消义したときに操作ボタンはもどりません。ち 
どし忘れると、1分毎にブザーび「ピピッ」と已回鳴ってお知らせしますので消义の状態にち 
どしてください。ただし、他のバーナーを使用中は、ブザーは鳴りません。 













まを上のごま意 痛ずお守りくださし、 


〈を全に正しくお使いいただくために> 

この取扱説明書および製品には、お使いになる人や他の人への危害や財産への損害を未然に防ざ、 
製品をを全に正しくお使いいただくための重要な内容び説明してあります。 

参 LU 下に示す表示と意味をよく理解してか5本文をお読みください。 


A 危険 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死こ、重傷を負ラ危険、ま 
たは火災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、 
または火災の可能性び想定される内容を示しています。 

A を意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物 
的損害のみの発生び想定される内容を示しています。 


参絵表示について次のよラな意味びあります。 


この絵表示は、気をつけていたださたい r 注意喚起」内容でず。 

巾的はりけな L ) 火»止接触禁止 

③ 

1 分解禁止 

この絵表示は、おず実行していただく「強制」内容でず。 

換気必要 

' 么危険 > 

■ガス漏れに気づいた5絶巧に义をつけたり、電気器具の 
スイッチの入•切、電源プラグの巧き差し、周辺の電話 八 

を使用しない ^ 

炎や乂花で引乂し、爆発事故を起こすことびあります。 7ッ于 

1 

€) 

:?1火気禁止 


■ガス漏れに気づいた5すぐに使用を中止する 

① すぐに使用を中止しガス栓を閉める。（ガス栓つまみのないガスコンセント接続の場合は、ガスコンセント 
からソケットをはずす） 

② 窓や戸を開けガ I -① ミ肖义する-1 I -③ 連絡する 

スをがに出す。 


〇 


③をよりのガス事 
業ち（供給業を） 
に連絡する。 




祭裳！媒ろソケット挪ずす) 












A 警告 


■設置するときは可燃物との距離を確実に離す 

距離び近いと乂災の原因になります。（火災予防条例で定められて 
いますので、必ず守って < ださい）可燃物との距離び守れない場 
合は必ず別売の防熱板を取り付けてください。 ttg 巨国 
また表面びステンレスやタイルでを壁の内部び可燃性の場合は必 
ず別売の防熱板を取り付けて<ださい。防熱板はお買い上げの販 
売店、またはちよりの当社事業所にご相談ください。 

■設置後機器の周辺を改装する場合ち可燃物との距離 
を確実に離す 


1日 Ocml ； (上 


〇 


~,1 bcraiil.± 


■機器の上や周囲にはペットボトル、調理油、 
スプレー生、カセットコン□用ボンベなど 
燃えやすいちのを置かないまた機器本体 
の下に新聞紙やビニールシートなどの燃え 
やすいものを敷かないまた電源コードを 
通さない 卜 S X-N 


熱でスプレー吿内の 
圧力び上びり、スフ 
レー吿び爆発したり 
义災の原因になりま 
す。 



一 (思 


の 


■機器の周囲ではスプレー、ガソリン、ベン 
ジンなど引义のおそれのあるちのを使用し 
ない _ 一、 

!龍譜?。底を®。 




■ガスコードを使用する場合は、器具用スリ 
ムプラグおよびガスコードの取扱説明書に 
従って接続する 

r ガス]-ドなどで]ンセント接続する場合 」 Mm 
贿）を劉胃してください。間違〕た接続 
はガス漏れの原因になります。 


ホース エンド 



ガスコード 



器具用ス U ムプラグ 


■ガス用ゴム管（ソフトコード）はホい線まで 
差し这んでゴム管止めでしっかりと止める 

しっかりと止めないとガス漏れの原因になりィ心 



ホースエンドゴム管 



〇 


ゴム管止め 


■ガス接続 □ に巧れやゴミびない 
よラにする 

ガス漏れの原因になります。 


〇 


^巧燃性の壁の場合） 


■地震、义災、または使用中に異常な燃焼、臭 
気、異常音を感じた場合、使用途中で消义し 
た場合はただちに使用を中止し、ガス栓を閉 
める（つまみのないガスコンセントの場合は、 
ガスコンセントか5ソケットをはずす）^ 
故障かな？と思ったら（^〜白固）に従い処 
置をする。 





の巧、レ ⑤ガスをを閉める 

\の,目人 （ガスコンセント占、 b ソケットをはずす） 

■义をつけたまま離れたり、外出、就寝をし 
ない 

調理中のをのび異常過熱し火災の原因になり r\j 
ます。特に天ぷら、揚げものをしているとき 
やグ U ルを使用していると 广 

きは、その場を離れないで mM 
ください。離れるときは必 
ず消义してくださ L )。 


■ガス用ゴム管（ソフトコード）を使用する 
場合は検査合格 マー クまたは JIS マー クの 
入っているものを使用し、ひび割れたゴム 
管、ちいゴム管は使用しない X-N 


ガス用ゴム管 LU がは耐义性に欠けガス 
漏れの原因になります。ビニール管 
は絶対に使用しないでください。 

またガス用ゴム管はときどき 一 

点検してち<なった場合は取 \ 

り替えてください。 ビ_ル@\ 



の 




■ゴム管の継ざたしや 
二又分岐はしない 

ガス漏れの原因になり 
ます。 



の 


■ガスコードの長さび合わない為に高温部に 
触れたり、機器の下を通したり、機器に触 
れたりする場合はガスコードを使用しない 

ガスコードび週熱され、ガス漏れの原因に X-N 


なります。 


の 



まを上のごま意 泌ずお守りくださし、 


A 警告 


■ガス用ゴム管（ソフトコード)、ガスコードは、高 
温部に触れたり、巧れたり、ねじれたりしない 
ようにできるだけ短くして使用するまた、ガ 
ス用ゴム管（ソフトコード）、ガスコードは機 
器の下を通したり、グリル排気□や炎に近づ 
けないまた、他の機器で加熱されるベ、^ 
よラな所にち通さない ^ 

使用時は周囲び高温になり I qn 

ゴム管びとけてガス h ' 

漏れの原 H となります。^ し _ A 


■グリルを続けて使用する場合は、そのつど 
グリル皿にたまった脂などを取り除くま 
た使用後ち必ず掃除をする U 

グ1」ル皿にたまった脂び過熱 
されて発乂し、グ1」ル排気 □ 

より炎び出ることびあります。 

脂のをい調理物（さんまやとり ^ 

肉など）は特にを意してくだ \ ) 

■コン□をおおラよラな大きな鉄板やなべは 
使わない 。、、ぐ（ク。 

-酸化炭神自の 

おそれびあります。 某 ^ vV 


の 


■アルミはく製しる受け、省エネごとくなど 
の補助員は使わない 

一酸化炭素中毒や機器の異常過熱のおそれび 
ぁります。 


アルミはく製しる到ブ 省エネごとく 


■焼き網は使用しない 

しる受けにたまった油などび発义 
したり、機器の異常過熱のおそれ 
_びあります。_ 

■石焼いちつぼは使用しない 

機器の異常過熱による機器損傷 
の原因になります。 


野の 

焼ホ網 


の 



■グリル排気□をタオル、 
ふさんなどでふさびないミ 

不完全燃焼や火災の原因に 僅 
なります。 I 




■脂の出る料理にはグリル焼網の上や下にア 
ルミはくを敷かない ,^ _ 


アルミはくの上に 
たまった脂び過熱 
され発乂する原因 
になります。 


アル5は< 



の 


I グリル皿の中に市販のグリル石、グリルシ 
-卜などを入れない 

機器の損傷や、たまった脂び過熱されて発乂し、 

火災の原因となります。 /Ov 



グ I 」ル石 



Q 


グ I 」ルシート 


■グリル使用前にグリル庫内に食品くずやふき 
んなどびないことを確認するまたグリルと 
び5に魚などをはさみこんだまま使用しない 

食品くずかふきん 


などび燃えること 
びあります。 



■使用後は消义を確認しガス栓を閉める 

消し忘れによる义災の原因になります。特に 
グ1」ルは消し忘れをしやすいので、機器から 
離れるとさは必ず消乂してください。 


〇 

〇 





ス日ソか刺巧す） 


石焼い它つぼ 


■絶対に改造 • 分解は行わない 

改造-分解は一酸化炭素中毒のおそれび 
あります。 

また、乂災の原因になります。 

■义びついたまま持ち運ばない 

乂災、やけどの原因となります。 


① 

分解禁止 

を 


A 江意 

■グリル使用時は魚を焼きすざない 

■魚を裏返すときや取り出すときなどは手や腕 

魚に乂びつさ义災の原因になります。 

びグリルとび5やガラスに 

グ U ル庫内で魚などび燃えたり、たまった脂(\ ) 

触れないようにする 

に引乂した場合は、 

手や腕が触れるとやけどをする 

①操作ボタンを巧して消乂する。 

ことびあります。グ1」ルとびらを-等!^^ 

③炎び消えるまでグ1」ルとびらを開けない。 

いっぱしほで弓1き出してください。// 

t ③消乂後、点検を依頼する。 

接触禁止 J 






A を意 


I グリルとび5取っ手のガラス付近には触れ 
ない 

になってもで、やけどを 
する原因になります。 1 

接軸禁止 


■グリル皿の持ち運びはていねいに 

使用中-使用直後はグ U ル皿にたまった脂び 
局温 ll _ なっています。 . 

こぼすとやけどをす / _^ 

る原因になります。 


〇 


■グリル排気□に手や顔などを近づけない 
またなベの取っ手を 
排気□に向けない 

グ I 」 J レ排気□から高温 
の排気び出ます。やけ 
どやなベの取っ手び過 /CN 
熱さ欄っ手を焼損す ~~~ J f \) 
る驅になります。 


I グリル皿の出し入れはゆっくり確実に 

水平にゆっくり出し入れしてください。グ1」 

ルとびらを持ち上げたまま引さ出すと途中で 
止まらずに落下し、脂びこぼれてやけどをす 
ることびあります。 


〇 



■使用中、使用直後は操作ボタン•义力調節 
つまみ-グリルとび5取っ手 LU がには触れ 

やけどをすることびあります。とくに幼い v ^) 
お子様びいる家庭ではごを意ください。 接^止 


■とり肉などの脂のをい食材を焼<時は注意 
する 

飛び散った脂に引乂して、瞬間的にグリルの 
排気□から炎び出る場合びあります。やけど AS 
や火災などの願になります。 


■点义操作時や使用中は 
I f — ナー付近に顔を近 
づけ過ざない 

炎や熱で顔をやけどする 
おそれびあります。 



の 


■グリルとび5を開けたまま トッププ—卜前部 
グリルを使用しない I 

k 、、/ づづ1 /_ k 前がた化 パく^^•香?充^ 


トツププレ-卜前自略焦 

びしたり、機器の上部びた;^^^^ 

異常に過熱され、やけど . 

をする原因になります。 

■グリル皿に水を入れないで使用する 

グ1」ルを使用するとさは、グ1」ル皿に水を入 
れないで使用してください。お湯びこぼれて、 
やけどをする原因になります。 



〇 


■グリルとびらに重いちのをのせたり、強い 
力を加えない 

グ1」ル皿受けび変形したり、グ1」ルとびらび(\) 
はずれ、けびや機器破損の原因になります 。一 

■グリル皿を持ち運びする際は、さめてから 
持ち運ぶ A 

使用中、側 IS をはグ I 」ル m び胃 S にな]て mm 
います。やけどをするおそれびあります。 

■グリル皿だけを持って本体より取りはずさ 
ない 

グ U ルとびらび落下し、 \ \ f = 

やけどやけびをすること A 4 (\) 

びあります。必ずグ U ル v_y 
とびら取っ手を持って取 I ■ 

りはずしてください。 


■コン□-グリル使用中、使用直後しばらく 
はトッププレートに触れない ^ 


高温になっていますのでやけどをする 
原因になります。 


接触禁止 


■熱くなったグリルとびらガラスに水をかけな 
い衝撃を加えない^づ—グ、 


ガラスび割れてけびを 
する原因になります。 



の 


■巧類などの乾燥や練炭の义起しなど調理 LU 
がの用途には使用しない/ X-N 


衣類び落下し义災や過熱 
異常燃焼による ノ5^ 
機器焼損の原因 で 
になります。 



の 


‘のノ 


I 点义操作をしてち点义しない場合は操作ボ 
タンを消义の状態にちどし、周囲のガスび 
なくなってか5再度点义操作をする A 

すぐに点乂操作をすると剛のガスに点乂し 
て、巧服に燃え移ったり、やけどをするおそ 
れびあります。 



A を意 


■やかん、なべなどの大きさに合わせて义力 
を調節する .、i 

乂力び強いとやかん' なべ ^ ィ、^ 


などの取っ手び焼損したり、 
手に触れるとやけどをする 
原因になります。 ' 


ぶレ)いが' x 


〇 


I バーナーキャップを 7 j < ないしたとさは 
水気をじゅうぶん切って mm 
からセットする 

炎□びつまったまま使用する り (V V 
と異常燃焼の原因になります。\ t \^ 


■使用中は手やを類を炎、バーナー、排気口 
付近に近づけない 

袖やエフ□ンなど衣類に着火したり、排気 

熱によるやけどのおそれびあります。なべ (\ ) 

を動かすときや炎の大 V -/ 

ささび自動的に弱火か 

ら強乂へ切り替わると ~ 

さびあるのでを意して 、，'ぐ、,’， 

くた。.い。 广ュ。-ュで S 


■使用中は換気をする 

使用中は窓を開けたり換気扇を回すなど換 
気をして<ださい。換気をしないと不完全 
燃焼による一酸化炭素中毒のおそれびあり 
ます。 — 

を：ただし、屋内設置で自然排気式 t 
給湯器およびふろびまを使用してい 
る場合は換気扇を回さず窓などをあ /づ 
けて換気してください。排気ガスび / , 
逆流することびあります。 ^ 


感 

換気必要 


2a 


I 片手なベや底の丸いなべは不安定な 
：|犬態で使用しない ^ 

なべび傾いてやけどをするおそれびあります。>〇/ 
なべの種類によっては、傾いたり、す 户 
ベりやすし)ものびあります。ルさな片^^^ 

手なベや底の丸いなべは、必ず取っ手 っり~~7 
を持ちなびら調理してください。 ^とジ-^ 

I しる受け-パ’ーナーキャップは誤った^ 
セットで使用しない じ y 

しる受けやパーナーキャップを正しく取り付けないと、 
点乂しなかったり、炎のふぞろいや逆火を起こしたり、 
また、器具の中に炎びちぐりこんで危険です。 

誤ったセットの例 


を 



バーナーキャップ 
の浮さ 


しる受けの傾さや 
裏返し 


ノ（ーナーキヤップ 
の裏返し 


■強い風の吹き込むところには設置しない 

点乂不良や機器内部の損傷、ま全装置び fv \ 

正し < 働かないなどの原因になります。 '〇/ 

■棚の下など落下物のを険のある場所 ^ 

に機器を設置しない '〇/ 

機器の上に落ちたちのび燃えて、火災の原因になります。 

■ごとくをはずしてなべなどを直接 一 

コン□に置いて使用しない 

不完全燃焼や機器焼損の原因になります。 

■照明器具など樹脂製品の下へ設置しない 

照明器具のかさなどび変形-変色する 

ことびあります。 v-y 

■幼い子供には触らせない ^ 

やけどやけびなど思わめ事故の原因に (\) 

なります。 

■水平で安定性のよい丈夫な台の上に設置する 

不巧定な所や傾いた所に設置すると機器び 

傾いてやけどやけびのおそれびあります 。 mm 


の 


■機器を水につけたり、水をかけたりしない 

不完全燃焼-故障のおそれびあります。 


〇 

(S) 


■点検-お手入れの際は必ず手袋をして行ラ 

手袋をしないでお手入れすると機器の突 
起物などでけびをすることびあります。 


天ぷ5油過熱防止機能について 


天ぷ b 油過熱防止機能とは天ぷら、フライなどの揚げち 
の調理で、消し忘れなどによる調理油の過熱を防止ずる 
機能です。温度センサーでなべ底の温度を監視し、調理 
油び発火ずる温度になる前に自動的にガスを止めまず。 
このとさ、ブヴーび鳴ってお知らせしまず。揚げちの調 
理をされるとさは、必ず温度センサーとなべ底び密着し 
ていることを確認し、適切ななべの種類と油量をお守り 
ください。使用方法をお守りいただけなければ、調理油 
の過熱による発火を防止でさないことびあ0まず。 


么警告 


■強义カバーナーのセンサー解除モードは揚 
げちの調理には使用しない 

調理油の温度び高<なり、発乂するおそれび 
あります。 V V 






A 警告 


■温度センサーとなべ底び密着して 
いるか確認する 

温度センサーび傾いていたり、なべとの 
間にすさ間びあると、温度センサーびな 
ベ底温度を正し <検巧でさず、 

発乂や途中消火の原因になり 
ます。 


■油の量は200 me LU 上で行う 

調理油の量びはじめから少なかった 
り、減ってさたりすると発火するこ 
とびあります。 


〇 


密着 



■温度センサーの上面となぺ底が密着していないとさは使用しない 

中華なベ用補助ごと<を使用すると温度センサーびなべ底に密着しない場含があります。 

■底が広<浅いなべなどでの油調理は、油の温度が上が0やすいので使用しない 


温度センサー 



なべ底 
び凹己 




L ソ上 
の凹凸 


」さび•ミちれなど 
異物び付着 


なべと材料 
の合計重量び 
300 呂 UTF 


■耐熱ガラス容器、±なべなど熱の伝わりに < いなべは使用 
しない 



耐熱ガラス容器 


±なべ 


A ミ主意 


■温度センサーのお手入れはこまめに行ラ 
また上下にスムーズに動くことを確認する 

なべ底に密着しな<なり調理油び発火する場 
合びあります。また、動さび悪いとなべなど 


V 


び傾さ、お湯などびこぼ 
れやけどをする原因にを 
なります。なべの重さは 
調理物を含め30 Og な上 
必要です。密着しない場 
合、点検•修理を依頼し 
て < ださい。 



■温度センサーに強いショックを加えたりキ 
ズをつけない グ、 

た Q 


なべ底にセンサーび 
密着しなくなり、調 
理油び発火する場合 
びあります。 



r Y • コン□で焼き網やコン□をおおうような鉄板は使わないでください。機器の異甫過熱によりトッププ 
お願し、 レート（フッ素コートの変色やはびれ）やごとく •パーナ ー• しる受けを早くいためまず。 

I ,_ JJ •煮こぼれをさせると機器を早くいためまずので、煮こぼれさせた場合は機器びさめてからでさる限 

り早くふさ取ってください。 

• みそ汁を温めなおずとさは义力を弱めにして、よくかさ混ぜなび5温めてください。強义で急に温 
めなおずとなべ底に巧んだみそび突然暖き上びり、みそ汁び飛び散ったり、なべびはねあびってひ 
っくりかえることびありまず。特に、だし入り豆みそ（赤みそなど）にま意してください。 

• 炎の熱や、煮こぼれなどによりパーナー本体び変色ずることびありまずび、使用上問題ありません。 

• ちちは、グリルで义力をしぼってよラずを見なび5焼いてください。短い時間で焼けるのでま意し 
て < ださい。 

• 弱义は义力をルさくしぼれるようにしていまず。消し忘れにま意してください。 

• なべの形状や材質によっては、強义で長時間ご使用された場合に、まれになべとごとくびくっつく 
ことびあるので、なべを動かずときはま意してください。 

• 調理中になべをのせかえる時は、一旦火を消してからのせかえてください。 

• 熱くなったなべなどをラベルの上に置かないでください。ラベルび熱で変 
色したり、損傷したりずることびありまず。 

• トッププレートの上で、 IH ジャー炊飯器、卓上型 IH クッキングヒーターな 
ど電磁誘導加熱の調理機器を使わない。磁力線により本製品び故障ずる原 
因となりまず。 






設置前の準備と確認 


♦型式の呼び-ガス種-製造年月は、機器ち側面の銘板に表示してありまず。 
♦機器銘板のガス種（ガスグループ）と供給ガスび合っているか確認しまず。 
♦輸送のため各部分にあて紙や包装部なびありまずので 
全部取り除いてください。 


型式の呼び ガス種(ガスグルーフ ) 

)( 000 - 000 - 0 ) c!2^i3a51 


000-000 


都巿ガス 


12 A 用 

13 A 用 

ガス消費量 

ガス消賣量 


製造年月- 
く例>(12八‘13篇の場合）_ 


卜の〇‘〇诗〇〇〇〇〇〇 


部品の取り付け 


、八ーブー十ヤツつ ) 

「▼」印を手前、凸あ状 
部を奥側にして、パ'-バ-ナ^ 
ナーキャップ裏面のホが 
ピンをバーナー本体 
の凹部に正しくはめ 



ごと< 




[ごとく 


しる受け 


(機器正面側） 


^部 


(強义カバーナー）（標準バーナー） 


込み、必ず正常に燃焼 
していることを確認する D 

※パーナーキャップが浮いたり傾いたりしていると点火不良や炎が不 
ぞろいになったり異常燃焼などが起こる場合もありまず。 


切込み部、 


し しる受けつ 

しる受けは、切込み部び奥になるよラ 
にして正しくはめ込み、浮き、傾きのな 
いよラにセットして<ださい。強火力 
パーナー用 （「 H 」 刻印表あ）と標準バ 
-ナー用（刻印表おなし）の2種類び 強义カバーナー用標準バーナー用 
ありまずので、まちびえないよラにセットして < ださい。 




I パーナー 本体 

ごと < は「▲」印を 
前後にし、ツメ （2 
個所)をトッププレ 
ートの巧に合わせ、 

びたつさびないよラにセットして < ださし)。 

パーナーキャップは消耗品でず。薄 
くなったり変形して炎び不ぞろい 
になった場合は交換び必要でず。お 
買い上げの販売店、またはちよりの 
当社事業所へご相談ください。 


お願い 


A 注意 


■しる受けソ ' I - ナーキャップは正しくセットずる 

バーナーの炎がしる 


受けの下にもぐり込 
むなど火災や機器焼 
損の原因になります。 


トップフ レー ト 


温度センサー 




■ごとくは正しくセットずる 

誤ったわットをすると 
なべなどが不就にな mm 

り、傾いたり、 。 

倒れた0 
し 〇 


しる受け 


バーナー 本体 



単1おアルカリ乾電池2個(付属品） 


C 乾電池のセットのしかた 

※電池交換は、機器本体び 
をえてから行ってください。 


(お願い）電池ケースは途中で止まり、取 
りはずせない構造になっています。無理 
に引っ張目ないでください。 


①電池ケースの 
ツ;をつまん 
でを刖に 
引く。 



風乾電池の©側 
をを目 Ijl しして 
入れる。 



③電池ケースを奥 
までしっかり巧 
し込む。， 



A 警告 


■乾電池は充電-分解-加熱-义の 
中へ投入しない 

■新旧-異種の乾電池は混用しない 
■器具を廃棄ずる場合は、乾電池をはずず 

ショートや発熱、液漏れ、破裂により、け 
びややけどの原因になります。 

■乾電池に記載してある注意事項をよ 
<お読みいただき、正し<お使い< 
ださい 


• 電池ケースに水などの異物び入った場合、接細不良の原因となりまずので、ふき取ってきれいにしてくださし、。 
お願し1•アルカリ乾電池を使用した場合、電池を交換ずる（電池交換サイン点な）目安は約1年です。（付属のア 
ルカリ乾電池で当社使用モードによる） 

-アルカリ乾電池でち使用状況’使用時間-乾電池製造メーカー’種類び異なると交換時期び1年 LU 内と短くなり 
まず。また、マンガン乾電池を使用した場合ち交換時期び極端に短くなりまず。 

• 新しいアルカリ乾電池を2本同時に交換、ご使用ください。 

-未使用の乾電池でち r 使用推奨期限（ち、年) J を過ざている場合は放電により、短時間で電池交換サインび点滅•点 
なずる場合びありまず。また付属のアルカリ乾電触よ、工場出荷時期により寿命び短くなっている場合びありまず。 

-乾電池は、機器か冷えてか6交換してください。 







設置場所 


I 三 

100 cm 攻上 




♦強い風の吹き込まない場所-丈夫で水平な場所 1日 emtJ トノ^ I ---日 cmU 上 

•付近に力ーテンなど燃えやすいものびない場所 

♦機器の上に湯沸器のない場所 / 夕巧 

♦機器を使巧した場合ガス栓び加熱されない場所 / 

•落下物のを険のない場所 / ノ 

•機器の上に樹脂製の照明器具のない場所 '^=4/^ 

♦周囲に可燃物（木製の壁•モルタル、タイル、ステンレスなどを張り付けた壁•棚など）のある場合 

-トッププレートより上面の側面および後面は]已 cmLU 上、上部はトッププレート上面より lOOcmLU 上離ず。 
-上記の距離びたちてない場合は壁面に別売の防熱板を取0付けて設置ずる。摩） 


防熱板について 


-天井用防熱板 ^流し台•調理台用防熱板 


後壁用防熱板 


- 1 onL ソ上 
の空間 


i . 1 cmUl 上 
T の空間 


1 cmiU 上の空間 


a * 別売の指定の防熱 
板を必ずご使用< 
ださい。 

防熱板についてはお買い上 
げの販売店、またはもよりの 
当社事業所にお問い合わせ 
<ださい。 


30 cmU 上1已 cmW 上80011な上 


1 己 cm じし L 


lOcm 政上 


側壁用 
\防熱板 


調理台、流し台の 
側面、上面び可燃 
性でトッププレー 
卜より局し、場合 


- Ocm 切上 


ゴム管（ソフトコード）の接続 


■ 


-ガス用ゴム管〈ソフトコード〉（内径9.已圆0 - JIS マーク入り）を用い、折 
れたり、ねじれたりしないようにして、できる限り短くに m じ(下で適当に h ^ 
ゆとりをちたせる ） ガス栓と機器のホースエンドとを接続しまず。このと 
さゴム管はホい線までしっかりと差し込み、ゴム管止めで固定してくださ 
しんまた機器本体に触れないよラにして接続しまず。 \ Q ) 

-ガス栓を開け接続部か b ガスの臭いびしないことを確かめ、ガス栓を閉める。 


検査合格 



ホースエンド コム管 ゴム管止め 


ガスコードなどでコンセント接続する場合 


■ 


ガス機器側の接続 


機器のホースエンドをコンセント化してガスコードでコンセント接続ずる場合 


機器のホースエンド 器具用ス1」ムプラグ 

ホい線 


器具用ソケット 

ガスコード 





左図のよラに、まず別売の器具用ス U ムプラグ 
を捆包台紙の裏面に記載してある取扱説明に従 
つて機器のホースエンドに取り付け、なにガス 
コードの器具用ソケットを器具用ス1」ムプラグ 
に"カチッ"と音びずるまで巧し込みまず。 


ガス栓側の接続 


(ガス栓びガステーブル用であることを巧詔してください。） 


① ガス栓を開けるとき 

コンセント継手をカチッ " f 
と音びずるまで確実に差 / 

し込む 

♦コンセント継手を差し込むとガス栓が開きまず。 


⑨ ガス栓を閉めるとき 

コンセント継手のずべ0 ^ 

リング（白色）を手前に づ 

♦コンセント継手びはずれるとガス栓び閉まりまず。 


お願い 


ガスコード接続ずる場合は、ガス柱側がカチットプラグになっていないと接続できません。従来のガス 
をでご使用ずる場合は、別売のホースガスを用プラグが必要でず。 

機器を接続ずるガスをは、必ずガステーブルコン□用をご使用ください。 


ガスコンセントについて 


『ガスコンセント』は、 
ガスコードなどを取り 
付けると自動的に開を 
し、取りはずずと自動 
的に閉检しまず。 


♦ふたを開ける 

0、たのる端を 
巧します。 



♦取り付ける 

"カチッ"と音び 
するまで差し込 
がます。 


差し込む 


今取0はずず 

ち端にあるふた 
を巧します。 


、ソケット 











《前面ゾネルの表示と操作ボタンを確認してか6点义してください。 



M 標準パーナー用操作ボタン 

m 強火カバーナー用操作ボタン 
♦< グリル用操作ボタン 

点义□ックは幼いお子様のいたず 5 防止や使用しないとさ 
のために操作ボタンを作動させない機構でず。 

义災防止やガス漏れ防止のため、機器から離れるとさは念 
のためお部屋のガス栓を閉め、また点义〇ックをしてくだ 
さい。（点义□ックは「□ック^」の矢 EP 方向へいっぱい 
までスライドさせて<ださい。） 




♦操作ボタンをいっぱい最後までゆっくり押しきる。 
パチパチ放電してち、押し不足でずと点义しません。 

-すべてのコン□とグ I 」ルび同時に放電します。これは全個 
所放電する構造となっていますので異當ではありません。 
-操作ボタンから手を離してち放電していまずび、着火 
ずると止まりまず。（グリルは、グ U ル調理タイマー表示 
び点なずると同時に止まります。） 

-点火のとさ、乂力調節つまみは標準バーナーとグリル 
は「強火」の方向に、強火カバーナーは「中火」の方 
向に移動しまず。 


盛 


■点火操作をしてち点义しない場合は操 
作ボタンを消火の状態にちどし、周囲 
のガスびな < なつてから再度点义操作 
をずる。 . 



♦义力調節つまみを左ちにゆっくりスライドさせ义力を 
調節ずる。 

• (コン □) 急激な操作をずると消火ずる場合びありま 
すので、ゆっくりと操作してください。 

• (グリル）焼さ具合は火力の強-弱と調理タイマーの 
調理時間で調節して < ださい。 



♦操作ボタンを押して消义ずる。 

♦必ず义び消えたことを確認ずる。 

r コン□パーナーは消火時にポンといラ音びずる 

お知らせ場合びありまずび、これは火び消えた時の音で 
I . 異甫ではありません。（コン□パーナーに風び 
当たるような場合は、ポンという音びしやずく 
なりまず。） 










コン □ 


使用できるなベと温度センサーについて 


調理油の量 


揚げちの調理をずる場合は必ず 200 mfi じ(上で使用してください。少ないと発火ずることびありまず。 


〇 


なべの重さとのせかた 


己00呂じ(上 


なべの重さは調理物の重さを含め300邑 LU 上必要でず。でさるだけ底び平らな金属製の 
なべを使い、なべ底の中むび温度センサー頭部に密着ずるよラ、正しくセットしてくださ 
し)。また、安定性の悪いなべは使用しないでください。 


平底 」はべ 

密着 温度センサー 


温度センサーに適したなべ 


〇 :適ずる X :適さない（温度を正しく検知しない場合あり） 


なべの種類 

油料理 

(揚げちのなど） 

その他の料理 

(煮ちのなど） 

* 昔に 偽ゴ邏 

底の平らなアル S 製中華なベ 

〇 

じ由量 200 mei ； Lb ) 

〇 

5テちレス翻 ^ cz ： f<m 

底の平らな鉄製中華なベ 

〇 

じ由量 200 mei ； Lb ) 

〇 

ステンレス _ ■ _ 八 . __^ 

(薄手：なべ底厚み ぐ 一一- j®i 

2.已酬未満） \ 

X 

〇 

±なべ _ 

醒ガラス離 (^3 

X 

〇 

(ただし、消火する場合があります） 

圧力なベ 

巧 

X 

〇 

(ただし、消火する場合があります） 

襲影 @ 

〇 

じ由量 200 mei ； Lb ) 

〇 


中華なべについて 


なべ底と温度センサーび密着していることを確かめてから使用してください。 

中華なベの種類や使いかたによってはなべび安定せず、温度センサーびなべ底の温度を正しく検知でさません。 


このような調理には、センサー解除機能(強乂カバーナ ー) をお使いください 

♦温度センサーびなべのから焼きのよラな高温になる場合、安全機能が働いて自動的に消义 
します。次のよラな調理にはセンサー解除機能（強义カバーナー）をお使いください。®! 
〈高温になりやすし、調理> 

焼きちの：お好み焼き-ホイルのつつみ焼き-ポークソテーなど 
炒めちの：ソーセージげめなど 
げりもの：ごまげり-大豆げりなど 









ほいかた 


自動判別モード 


自動判別モードでは、機器び自動的に料理の種類を判別し、焦げつきはじめると自動消火ずる機能、高温調理の時、 
自動的に高温で温度調節ずる機能、天ぷら油び発火ずる前に自動消火ずる機能び働さまず。 


コン□消し忘れ消乂機能 


消し忘れを防止ずるために、点火してからの連続使用時間を判断して、約2時間経過ずると 
自動消火し、同時にブヴーび「ピー」と3回鳴ってお知らせずる機能でず。白白巨国 

♦コン□消し忘れ消义機能び作動 したら 

すぐに操作ボタンを巧し消火の状態にしてください。点火するとさは、再度点火操作を行つ 
て < ださい。 



C コン□消し忘れ消义機能の時間を変更したいとさ） 

30〜90分の間で、]0分刻み及び2時間に設定でさまず。購入時は r -- (約2時間)」の設定になってい 
ふ 真0 


11^- ド設定 

グリルタイマ-^ ♦同時に 

/ / 3秒 L ツ上 

' I 押しまず。 


♦強火カバーナー点火後] 0秒じ(内に、タイマーセットスイッチの 
©スイッチと©スイッチを同時に3秒じ(上押し続けまず。 

♦表示部に「--」び表示されまず。 


呂廣間設定 


夕^な 



♦タイマーセットスイッチ（④スイッチ、©スイッチ）を巧して、 
時間を設定しまず。 

• 30-90 分の間で、] 0分刻み及び約2時間に設定でさまず。 
参左ちのコン□ノ（ーナーは同じ時間に設定されます。 

♦ 2 時間に設定した時、グ U ル調理タイマー表示部には r - -」と 
表示されまず。 

♦強火カバーナーの操作ボタンを消火の状態にちどずと確定しま 
す。 


焦げつさ消义機能 


煮ものなどで水分びなくなり、なべの底び焦げついてくるとなべを傷める前に自動消火し、同時にブヴーび「ピー」 
と已回鳴ってお知らせずる機能でず。@0頭 

♦焦げつき消义機能び作動した5 

すぐに操作ボタンを巧して消火の状態にしてください。 

♦再度点义ずるとさは 

焦げつさやずくなるので、よラずを見なびら煮こんでください。 

r •カラメル、みその加熱など、水分の少ない調理やなべの材質によっては、ひどく焦げつくことびあり 

お願し1 まずのでま意して < ださい。 

I -义力を中义や弱义にして使用した場合、調理によっては消义機能び作動して途中消义ずる場合びあり 

まず。このような場合は再度点火してご使用ください。 

•±なべを使用した場合、弱火から中义にずると消义ずることびありまず。このよラな場合は再度点义し、 
中义にしてようずを見なび5ご利用ください。放置ずるとひどく焦げつくことびありまず。 

•カレーやシチューなどとろみのある料理や煮ちのなどを再加熱ずるとさは、水を加え、弱义でよラず 
を見なび5ご利用ください。放置ずるとひどく焦げつくことびありまず。 

• なべを持ち上げたり、ごとくから浮かせて調理ずると焦げつき消火機能び作動し、消义ずることびあ 
りまず。 

• 圧力なベや無水なベを使用した料理、とりのもも焼きなどフライパンを使用した料理では焦げつき消 
义機能び働き、消火ずる場合びありまず。このような場合は再度点义してご使用ください。 











センサー解除機能（強乂カバーナ ー) 


強火カバーナーで、炒る料理やあぶり料理などのから焼さにちかい高温調理をしたいとさに使用ずる機能でず。 
天ぷら油過熱防止機能と焦げつさ消火機能を解除し、高温調理びでさまず。（約30分間使用でさまず。） 




♦センサー解除スイツチを3秒長押しずる。 

表示部に 「り 一 「_ り 一「しり 一「|こ》」 と表示されまず。「〇」び 
表示されたとさ、ブヴーび「ピツ」と1回鳴ってお知 b せずると同 
時に「〇」び消え、センサー解除モード表示ランプび点なし、セン 
サー解除モードに設定されまず。 


•もう一度センサー解除スイッチを押ずと取り消しになりまず。 


f x 

お願い 


• なべの異甫過熱を防止ずるため、強义•弱义と义力び自 
動的に切り替わることびありまず。また、弱义状態でも 
センサー温度びさらに上昇した場合は、温度センサー過 
熱防止機能びはたらき自動消义しまず。 

• 再点义してち义びつかない場合は、しばらく待ってか5 
行ってください。 


♦約30分経過ずると、ブヴーび「ピー」と3回鳴ってお知らせし、 
センサー解除モード表示ランプび消巧し、自動消火しまず。 



♦自動消火後は、操作ボタンを押して消义の状態にずる。(消义の状態 
にもどずまで、センサー解除モード表示ランプは点滅し続けまず。 
また、1分毎にブザーび「ピピッ」と已回鳴ってお知らせしまず。） 

参必ず火び消えたことを確認ずる。 


A 警告 


■強乂カバーナーのセンサー解除モードは揚げちの調理 
には使用しない 

調理油の温度び高くなり、発火するおそれびあります。 



異常過熱を防止するため高温自動温度調節機能が作動 


焼さちの料理-炒りちの料理などのから焼さに近い高温調理をした時に、なべの異常過熱を防止ずるため火力を 
自動的に強火-弱火と調節ずる高温自動温度調節機能び作動ずることびありまず。（最初に弱火になったとさ、ブ 
ヴーび「ピピピッ」と]回鳴ってお知らせしまず。）この状態び約30分じ (上 続いた場合、または温度びさらに 上 
昇した場合は自動消火しまず。（自動消火した場合は、なべなどび大変熱くなっていまず。やけどに注意してくだ 
さい。）調理に支障びある場合は、センサー解除機能（強火カバーナー）をお使いください。 

















スリル 

本機器はグ u ル皿に水を入れる必要がないタイプで 
す。 


A 注意 


■グリル皿に水を入れないで使用する 

グ U ルを使用するとさは、グ1」ル皿に水を入 
れないで使用してください。お湯びこぼれて、 
やけどをする原因になります。 



グリルを使用する前に 


C はじめて使用ずるときはか!5焼きび必要） 

工場出荷時の加工油を焼ささるため、グ U ル焼網を取りはずした状態で約已分から焼さをしてください。このとさ、 
煙びでまずび異苗ではありません。また、脂身の多い魚などを焼く場合にグ U ル排気□し U 外（ごとくの周りやグ 
U ルとびら前面など）から煙び出る場合びありまずび異常ではありません。 


グリル過熱防止センサー 


魚などの調理物を入れないでから焼さした場合など、グ U ル庫内の温度び異常に高くなった場合に自動消火しま 
す。また連続で使用した場合にちグ U ル過熱防止センサーび作動し、自動消火ずる場合びありまず。（消火と同時 
にブヴーび「ピー」と3回鳴りまず。）白白白国 

♦グリル過熱防止センサーび作動した 5 

グ U ル庫内の温度びある程度下びるまで使用でさない機能になっていまずので、約3分待ってから点火操作を 
して < ださい。 

r 調理物の種類によっては、グリル調理タイマーやグリル過熱防止センサーび作動ずる前に発义ずること 

お願いびありまずので、機器から離れないようにし、焼きずざにま意してください。 

I 例）めざしやうるめなどのル魚、干し物や脂分のをいにしん、塩さば、とり肉など。 


グリル皿とグリル焼網のセット•グリルとび5(グリル皿)の出し入れ 


〔グ U ル皿のセット） 


C 引さ出ずとさ） 


グ U ル皿の「テマエ」亥脚を手前にして、グ U ル皿受け 



グリル焼網のセツ 


グ U ル焼網をグ U ル皿にセツトずる際、グ U ル焼網の 
脚の凸部をグ U ル皿の 
長巧に確実に 
セツトします。 



グ U ルとびらを止まるところまでいっぱいに引き出ず 
と、グ U ルとびらだけび下びり、焼さ物の反転や出し 
入れ確認び簡単 
に行えまず。 



C 取り出ずとき） 

グ U ル皿を取り出ずとさは、グ U ルとび日を止まると 
ころまでいっぱいに引さ出してか b 、 そのまま持ち上 
げて取り出しまず。 



C 持ち運ぶとさ） 

グ U ルとびら取っ手 
を両手でしっか0と 
持ち、水平にゆっく 
り持ち運んでくださ 
い。 










グリルで上手に焼くには 


下ごし S え 

参;令まの魚は、しっかり解凍してから焼きます。解凍していないと時間びかかり、を全機能び作動することびあります。 
参魚は水洗いした日、よく水気をふさ取りまず。 

参みそ漬けや巧漬けは、みそや巧をよくふさ取ってから焼さまず。 

♦たれつさのつけ焼さや下味をつけた魚などは、焦げやずいので、弱火でゆっ<0と焼いて<ださい。 

f 塩加減のこつ) 

♦短をつけると、身びしまって身崩れしにくくなりまず。 

参さばやいわしなど背の青い魚は脂肪分び多いので、多めに短をして時間をおさ、身を 
しめます。白身魚は、短を少なめにふり、時間も短めで良いでしょラ。 

参川魚やいか、えび、貝などは、焼く直前に短をしましょラ。 

参魚の重量の約2%程度の短をつけまず。身の厚いところには厚く、ラずいところには 
ラす <つけまず。 

参尾やひれは特に焦げやずいので、多めに短をつけてください。また、アル S はくで包んでおくと、焦げかた 
び少なくなりまず。 



魚焼をのこつ 

C 魚の置さかた） 

♦魚は頭び奥に、尾び手前に 
なるよラに置いて< ださい。 


Q 中舟こ ） 




魚を2尾焼<場合 



魚を3尾 LU 上焼 < 場合 


C 焼きあびった魚を取り出し易くするには？ ") 

♦グ U ル焼網に油を塗って予熱をずる。 

あらかじめ、グ U ル焼網に油をラずく塗り、約1分予熱します。油の膜びでさ、魚など 
びグ U ル焼網にくっつきにくく、取り出し易くなりまず。 

参焼さあびった魚を取り出すには？ 

はしを焼網と平行に入れ、魚を軽く持ち上げなびら、網からはびしてから、出しまず。 
フライ返しを使ってはびしてか5、はしで取り出ず方法もあります。 

また、焼き上びる前に、魚をずらすとグ U ル焼網に付着しにくくなりまず。 

なお、くっついた魚を簡単にはびずことびできる別売部品の魚とって （ RT 0- ST 1) 

を用意しています。 g 国 




' • グリル皿は急に;ちやさないでくださし、使用直樹こ、グリル皿に水をかけると変おずることびありまず。 

お願し1 グリル皿び;ちえてからお手入れしてください。 

•グリルを続けて使用ずる場合は約3分、間をあけてください。庫内び高温のまま焼き始めると中まで 
火び通らないラちに自動消火ずる場合びありまず。 

•脂のをい食巧など調理物によっては過熱防止のため、焼さあびる前にグリル過熱防止センサーび作動 
し自動消义ずる場合びありまず。このよラな場合、約3分待ってか5再度点火操作をしてください。 





ほいかた 


グリル調理タイマーの使いかた（点乂 • 义力調節 • 消乂のしかた) 



'グリル調理タイマー操作部の説明- 



加熱時間（残り時間）を表示します。 



♦グリルとびらをしっかり閉めてください。 

♦操作ボタンをいっぱい最後までゆっくり押しさる。途中で操作ボ 
タンから手を離したり、押し不足でずと点义しません。 

参すベてのコン□とグ U ルび同時に放電しまず。これは全個所放電 
する構造となっていまずので異苗ではあ0ません。 

♦操作ボタンから手を離してち放電していまずび、点火ずると表示 
部に" S " び表示され、放電は止まりまず。 

♦火力調節つまみの位置び「弱」のとさ操作ボタンを押ずと「強」 
の方向に移動しまず。 

※続けて使用する場合のよラにグリル庫内のミ豆度びある程度上びっ 
ている状態のときは、グリル調理タイマー表示部には"ら'"び表示 
されます。 


グリル調理タイマー表示部の" 3" び数秒後に消えるよう 
な場合は操作ボタンの押し不足び原因でず。一旦消义の 
状態にもどし、もう一度しっかりと操作ボタンを押しきつ 
て点义してください。 


お願い 




♦タイマーセットスイッチ（©スイッチ、©スイッチ）で加熱時間 
を設定しまず。 

参タイマー時間は安全のため点火してから20分じ(上は設定でさま 
せん。（点火時に庫内温度びある程度上びっている場合は、点火 
してか日 ] 8分じ(上は設定できません。） 

〔①スイッチで最大20分（庫内温度びある程度上びっている場 
合は18分)、©スイッチで最ル]分まで設定ずることびできま 
す。〕 

♦加熱時間を設定しない場合は、点火時の9分後（庫内温度びある 
程度上びっている場合は8分後）に自動消火しまず。 

♦調理中にタイマーセットスイッチ（©スイッチ、©スイッチ）を 
押すと、加熱時間び変更でさまず。 

※調理中の加熱時間延長は点火してから20分までの残り時間し 
か延長でさません。 

(点火時に庫内温度びある程度上びっている場合は、点火して 
から] 8分までの残0時間しか延長でさません。） 












囚义力調節 

/ 

、 

巧 

♦焼さ加減は火力の r 強」「弱」を利用して調節して<ださい。 

強 iiiiiiiiiii ;. 

—…弱 



—► 


火力調節つまみを左ちにゆっくりスラ 
イドさせ火力調節しまず。 



@ 調理終了 -自動消义 



♦調理終了 30秒前になるとブヴーび「ピピピッ」と3回鳴ってお 
知らせずると同時に秒表示に変わりまず。 

♦加熱時間び終了ずるとブヴーび「ピー」と]回鳴ってお知らせず 
ると同時にグ U ル調理タイマー表示部の表示び" 0" になり、自 
動消火しまず。 

r -調理物の種類によっては、グリル調理タイマーやグリル過 

お願し1熱防止センサーび作動ずる前に発义ずることびありまずの 
I で、機器から離れないようにし、焼さずざにま意してくだ 



さい。 

例）めざしやラるめなどのル魚、干し物や脂分のをいに 
しん、塩さば、とり肉など。 


即桌作ボタンを}甲す译 a 消乂) ■ ♦自動消义後は、操作ボタンを消火の状態にずる。 



自動消火した日ずぐ I こ操作ボタンを消火の状態にしてくださ 
しん消火の状態にちどずまで、]分毎にプヴーび「ピピッ」と 
已回鳴ってお知らせしまず。操作ボタンを消火の状態にしない 
とさ、グ U ル調理タイマー表お部の表示 "0" は]0秒後に 
消えるよラになっていまず。 













I 使用中に消义したときは I 

ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。操作ボタンを消义の状態にちどさない場合、1分毎にブザーび「ピ 
ピッ」と已回鳴って、お知6せしまず。ただし、他のバーナーを使用中は、ブザーは鳴りません 。 g 


天ぷ5油過熱防止機能び作動 



安を装置び作 



消し忘れなどによって起こる調理油の異萬過熱時に自 
動消火しまず。 

※消火と同時にブヴーび「ピー」と已回鳴って、グ U 
ル調理タイマー表示部に数字でお知らせしまず。 

级韵 

♦ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。 

♦再度点义ずるとさは 

《なべや油び大変熱くなっていまずので、やけどにじ 
ゅラぶん注意して、水を入れたなべや水に浸した巧 
などで温度センサーを;令やしてから点火ずる。 


焦げつき消火機能び作 i 


煮ちのなどで水分びな<なり、なべの底び焦げつさは 
じめると自動消火しまず。 

※消火と同時にブヴーび「ピー」と已回鳴って、グ1」 
ル調理タイマー表示部に数字でお知らせしまず。 

巧靡 

♦ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。 


コン□消し忘れ消义機能び作動 


消し忘れを防止ずるために、点火してからの連続使用 
時間を判断して、一定時間じ(上になると自動消火しま 
す。（標準バーナー.強火カバーナー約2時間） 
※消火と同時にブヴーび「ピー」と3回鳴って、グ U 
ル調理タイマー表示部に数字でお知 b せしまず。 

巧醒 

♦ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。 



乾電池の容量び全 くなくなっ た場合、自動消火します。 
※消火と同時にブヴーび「ピー」と3回鳴って、電池 
交換サイン（ランプ）び点なしてお知 b せしまず。 

巧韵 

♦ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。 

※乾電池を交換してください。@ 


煮こぼれなどで火び消えると、ガスを自動的に止めま 
ず。（ガスび止まるまで少し時間びかかりまず） 
※ガスび止まると同時にブヴーび「ピー」と3回鳴っ 
て、グ U ル調理タイマー表示部に数字でお知らせし 
ます 0 巧醒 

♦ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。 

♦再度点义ずるとさは 

※周囲にガスびなくなったことを確認し、グ U ルの 
場合はグ U ルとび b を開け空気を入れ替えて、立 
消え安全装置（炎検知部）の巧れをふさ取ってか 
b 点乂ずる。 


お願い 



立消え安を装置（炎検知部）に水滴や煮こ 
ぼれびつくと、点义しにくくなりまず。水 
滴や煮こぼれはふさ取ってください。 

立消え安を装置（炎検 
知部）に硬いちのをぶ ぶ 

つけないで < ださい。 

まびったり、変形し点 
火しにくくなりまず。 



8^装置 


グリル過熱防止センサー作動 


魚などの調理物を入れないでから焼さした場合など、 
グ U ル庫内の温度び異萬に高<なった場合に自動消火 
しまず。また、連続で使用した場合にちグ U ル過熱防 
止センサーび作動し、自動消火ずる場合びありまず。 
※消火と同時にブヴーび「ピー」と3回鳴って、グ U 
ル調理タイマー表示部に数字でお知日せしまず。 

廣醒 

♦ずぐに操作ボタンを押し消义の状態にずる。 

♦再度点义ずるとさは 

※グ U j レ庫内の温度びある程度下びるまで使用でさ 
ません。約3分待ってから点火操作をしてくださ 
しん 


電池交換サイン（乾電池の交換時期をランプにてお知5せします。) 


■この機器は天ぷら油過熱防止機能、コン□消し忘れ消火機能などの制御、グリル 
調理タイマーなどの制御をずるために乾電池を使用していまず。 

■乾電池の交換時期をお知らせずる電池交換サイン（ランプ）びついていまず。 
♦点滅……新しい乾電池を用意して<ださい。 

♦点な……新しい乾電池と交換して<ださい。 

電池交換サイン（ランプ）び点なずるとコン□バーナーとグ U ルの機器 
すべてび使用でさなくなります。操作ボタンを押し点火してち安全のた 
め手を離すと消火ずるよラになっていまず。電池交換サイン（ランプ） 
び点巧したら、新しい乾電池と交換して<ださい。 


•乾電池は単1形アルカリ乾電池をご使用ください。 

• 乾電池び正しくセットされていなかつたり、乾電池の容量びなくなつ 
たとさは、点なしません。 


ぉ願ぃ， 









お手入れのしかた 


A 注意 


〇 


■点検-お手入れは、ガス栓を閉め、機器び;ちえ 
てから手袋をはめて行う 

•やけどや器具の角などでけびをする原因になり 
ます。（グ1」ル庫内-排気□-バーナーまわり 
は特にを意してください。）また、お手入れす 
る部品な外は、はずさないでください。 

•機器本体に水をかけたり、丸洗いしないでください。 
•点検-お手入れ後は、機器およびグ1」ル庫内にふさん’ 
紙類などを置さ忘れていないか確認してください。 

■お手入れ時は、バーナーキャップ-ごとく •し 
る受け-グリル排気□カバー-グリル部品（グ 
リルとび5-グリル焼網-グリル皿受け-グリ 
ル皿）は取りはずせます。それ LU がの部品は絶 
巧に取りはずさないでください 
♦取りはずした部品は「機器の設置」「お手入れのし 
かた」を参照して取り付けてください。 


-ご使用上支障びない場合でち、不慮の事故を 
防ざ、安むしてより長くご使用いただくため 
に、年1回程度の定期点検をおずずめしまず。 
※定期点検を受ける巧び不明の場合や、点検費 
用などについてはお買い上げの販売店、また 
はちよりの当社事業所にお問い合せくださし、。 


曰常の点検 


参機器周辺に燃えやずいちのび置いてありませ 
んか。 

参しる受け、バーナーキャップは正しくセット 
されていますか。 

♦グ U ル皿に脂びたまっていませんか。 

♦グ U ル庫内び脂でミちれていませんか。 

参ゴム管の接続は確実でずか。 

•ゴム管は傷んでいませんか。 

♦立消えを全装置（炎検知部）-温度センサーび 
ミちれていませんか。 

♦バーナーの炎□び煮汁などでつまっていませ 
んか。 


お手入れの道具と洗剤について 


C お手入れの手順•ポイント') 

① 手袋をしまず。道具-洗剤を用意しまず。 

② 洗剤は、「台所巧」「住居巧」などの巧途や、液性（中性•弱アルカ U 性•弱酸性）を確認してミちれにあったち 
のを選びます。道具-洗剤-食器洗い乾燥機の取扱説明書や注意をよ<読み、使えるか確認しまず。まず、道 
具や洗剤を目立たない部分で試してから、使巧してください。 

③ スプレーで洗剤を直接かけず、スポンジや巧に含ませてから使用しまず。 

④ 水洗いした後は、必ずふさ取0、水気や洗剤を残さないよラにして<ださい。 

♦守らないと、機器や部品表面のはびれ-欠け•変色•変質-さび-割れ-キズの原因となりまず。 


使ってよい道具’洗剤 

禱録自台麵ま洗き" 

スポンジたわしやわらかい歯ブラシやわ b かい巧 (野菜•食器洗い用） 

♦巧-スポンジたわし、歯ブラシに水や台所 
用中性洗剤を含ませてふいて、その後乾い 
た巧で水気をふさ取ってください。 


使ってはいけない道具-洗剤 

m 鑛&の 

金属たわし硬いブラシ^ナイ□ンたねし電のモたねし 

♦硬いため、部品-グ U ルとびらガラス-ホー □ 
一や塗装の表面にキズびつさまず。はびれ • 欠け- 
変色•変質-さび-割れの原因になりまず。 

曇 

ク就 玉 

U & Q 

め S き粉 スポンジたわし裏面(硬い） 

♦スポンジたわしの裏面は硬く、研磨剤ち付着し 
ています。 

♦研磨剤で、部品-グ U ルとび日ガラス-ホー □ 
一や塗装の表面にキズびつさ、はびれ-欠け- 
変色•変質-さび-割れの原因にな0まず。 

目41 

雌測' « 歯みびきお 

参基本的に使ってはいけません。表面の変質•キズ • 
変色-さびる場合びありまず。 

♦ちし使ラ場合は、「お手入れの手順•ポイント」 
を守って使ってください。ただし、機器表面や 
前面ノ（ネルには絶巧に使用しないでください。 

cd 酸性.アルカ U 性. ，シ， 

_1漂白剤 

シント.ベンジン. 1 \J 
アル〕ール 

♦部品やホー□一 -塗装の表面び変質し、はびれ- 
変色.さびの原因になりまず。 

( 

資スプ レ-式縮" り 

参機器内部に洗剤び入ると、電子部品に付着して作動不 
良や、腐食して故障の原因になります。機器に直接かけ 
ずに、必ず巧に含ませてからお手入れしてください。 


♦上記記載の使ってよい道具-洗剤 LU 外の道具や洗剤ち使巧しないでください。 









お手入れのしかた 


目づまりしていたら、炎 
□をブラシや針金などで 
掃除をする。 

お手入れ後は正し<セツ 
卜し、正常に燃焼するこ 
とを確認してください。 


バーナーキヤップ 



广 x 

お願い 


バーナーキャップの表面（黒い部分）を台 
所用中性洗剤（野菜•食器洗い用）がの 
ミ先剤でお手入れをずると黒い部分びはびれ 
ることびありまず。万一はびれた場合でち 
そのままご使用いただいて問題ありません。 
煮こぼれしたときは、必ずお手入れしてく 
ださい。 


グリル皿 • グリルとび5 -グリル皿受け-グリル焼網 


使用後そのつど台所用中性洗剤（野案•食器洗い用）を含ませたスポンジたわし 
でお手入れをする。（取りはずしてお手入れびでさます。）ミちれび落ちに < い場合は、 
台所用中性洗剤や水でミちれた部分を湿らせ、しばらくしてからスポンジややわら 
かい巧でふき取ってください。 


>グリルとび6の取りはずしかた 

1. 巧さえバネを♦①の方向に下げる。 

2. グ U ルとびらをグ③の方向にたお 
す。 


グリルとび5 



•グリルとび6の取り付けかた 

1. グ U ル皿受けのツメ 2個所をグ U 
ルとびらの角巧にはめ込む。 

2. ソの方向にグ U ルとびらを回転させ 
る。巧さえバネびグ U ル皿受けに確 
実にはまっているか確認する。 


押さえバネ 


f •グリル皿は、ちれたまま使 

お願い 用しまずと、こび D ついた 
I J 脂ちれがとれにくくな〇シ 
S び残ったり、発义ずるこ 
とびあ0まず。 

•押さえパネには、変おしてもど6なく 
なるほど必要上に力を加えないでく 
ださい。変おしてしまラとグリルとび 
6び正しく取り付け6れなくなって使 
用中にはずれる場合びあり、やけどや 
けびの原因となりまず。 

• グリル皿はクリアコート加工されてお 
り、台所用中性洗剤（野菜•食器洗い 
用）がの洗剤-みびき粉-硬いもの 
でお手入れをずると、グリル皿のクリ 
アコートびはびれたり、シ5 -変色の 
原因となりまずので使用しないで<だ 
さし、。 

• グリル皿にシワ状の模様や一部黒ずん 
で見える場合びありまずび、性能上を 
く問題ありません。 



グ I 」ルとびら 


>グリル皿の取り付け 

グ U ル皿の「テマエ」刻印を手前にし 
て、後部2個所の長巧に、グ U ル皿受 
け後部の凸部び入るよラにセツトして 
ください。 . , 


グ I 」ル皿 


r テマエ」刻印‘ 



セットした状態 


グ I 」ルとびら 



グ I 」ル皿受け 


グリルとび5ガラス 


※ミちれたらそのつどやわらかい巧でふさ、 
お手入れをする。 

•ミちれび落ちにくいとさは、台所用中性洗 
剤（野菜-食器洗い用）で巧れた部分を 
湿 b せておさ、水を含んだ巧でふさ取る。 


お願い 


みびき粉•硬いものでお 
手入れをずると、ガラス 
にキズびつさ割れる原因 
になりまずので使用しな 
いで < ださい。 


グリル庫内 


•使用後はそのつど、やわ 
6かい巧やスポンジでふ 
き取る。 

脂ミちれは台所用中性洗剤 
や水を含ませたやわ b か 
い巧やスポンジでふさ取 
ります。 

•乾いた巧で仕上げをずる。 


J トナー 
キャップ 



グ I 」ルとびら 



グ I 」ル皿受け 
グ I 」ル皿_ 


グ I 」ル焼網 








ごとく • しる受け-グリル排気□カバー 


•使用後そのつど台所用中性洗剤（野菜•食器洗い用）を含ませたスポンジたわしでお手入れをする。（お手入れをしな 
いとよごれび焼きつくことびあるので、こまめにお手入れしてください。） 

巧れびひどかったり、こびり付さびとれないとさは？ 

• 台所用中性洗剤をおだた水を含ませた紙や巧で湿らせ、そのまま置いておいたり、またつけ置さしてお<と巧れび浮 
さあびってさます。また、煮洗いするとさらにミちれを落としやすくなります。最後に水洗いし、水気をみさ取ります。 

それでを巧れびとれない場合は、じ TF の方法で巧れを落としまず。 

※ただし、これらは基本的には使っていけないちので、表面にキズびついたり、変色•変質することびあります。目立 
たない部分で試してからお使いください。 

.重曹を水でめらしたスポンジや歯ブラシにつけて、ミちれを落とします。また、重曹を溶かした水につけ置さした後、 
ミちれを落とします。それでちミちれびとれない場合は、そのまま30分ほど煮込むとミちれを落としやすくなります。残 
ったミちれは、害帖しやへラを使ってこすり落とします。その後水洗いします。 

•弱アルカ U 性洗剤-歯みびさ粉-ク U —ムクレンヴーをスポンジにつけて、ミちれを落とします。 

[ ごとく -しる受け•グリルが気□カバーはホー□一仕上げでず。変色やはびれびあっても性能に彰響はあり 

お願し、ません。再購入をご希望の際は「交換部品」^を参照願いまず。 





しる受け 


口 ( 


巳立消えを全装置(炎検知部)•点义プラグ•温度センサー 


巧れや水気をやわらかい歯ブラシなどで落とす。温度センヴー 

(ミちれや水気び付いていると点火しにくくなりま I やわらかい歯ブラシ 

温度センサーをお手入れするときは、温度センサーク^:^ 

に片手を添えて、かたくしぼった巧で温度センサー 
の頭部および側面のミちれをふさ取ってください 。I / y \ 


广 \ 

お願い 


点火プラグ 


立消えを全装置 
(炎検知部） 


硬いブラシでお手入れをしたり、立消えま 

全装置（炎検知部）•点乂プラグ•温度センサーを傾けたりしないでくださし、。 
点火不良や立消えの原因にな0まず。 





wm 


参台所用中性洗剤（野菜’食器洗い用）を含ませたスポンジたわし’やわらかい巧でふさ、 
お手入れ後は乾いた巧で水気をふさ取る。 


f . 

お願い 


• スプレー式洗剤は使用しないでください。機器前面などか S 内部へ洗剤び 
入りまずと電子基板の誤作動や部品の腐食などにより機器び損傷ずる場合 
びあ D まず。 

• 印刷面にはみびき粉•金属たわしなど硬いものは使わないでください。表面 
にキズびつをまず。 


トッププレート 


※ミちれたらそのつどやわらかい巧でふさお手入れをする。巧れたまま放置するとシ5びのこる原 
因となります。 

•ちれび落ちに<いとさは、台所用中性洗剤（野菜•食器洗い用）でミちれた部分を湿らせておさ、 
水を含んだ巧でふさ取る。 


f . 

お願い 


-トッププレートを台所用中性洗剤（野菜•食器洗い用）がの洗剤やみびき粉•硬い 
ものでお手入れをずると、フッ素コートびはびれたりシ5-変色の原因となりまずの 
で使用しないでください。 

• 長期間使用ずるとフッ素コートび変色ずることびありまずが、フッ素の効果には彰響 
ありません。 

• トッププレートにはま全に関ずるを意ラベルび張り付けてありまず。ちれたり読めな 
くなったときはやわ S かい巧などでちれをふき取ってください。また、お手入れの際 
にははびれないようにごを意ください。もしはびれたり読めなくなった場合は、お買 
い上げの販売店、またはもよりの当社事業所で新しいラベルを再購入のうえ、張り曾 
えて < ださし、。 








A 警告 


■使用中に異常を感じたときはずぐに使用を中止ずる 

あわてずガス栓を閉めてください。 


〇 


調べてみると故障でない場合びよくありまず。修理を依頼ずる前に、ちラー度チェックしてください。 


こんな場合■は 

調べてください 

参照ページ 

①点义しない 
•点义しにくい 
- 放電しない 
•点义してちすぐ消える 
- 手を離ずと消义ずる 

参ガス栓を全開にしていますか？ 

11 

• LP ガスびなくなりかけていませんか？ （ LP ガスをご使用の場合） 

— 

参ガス配管に空気び残っていませんか？（朝一番など） 

づ点乂操作を繰り返して<ださい。 

•ノ（ーナー炎□びつまっていませんか？ 

21 

♦点乂フラグ、立消え巧全装置（炎検巧部)、バーナーキャップびめれた 
り、ミちれたりしていませんか？ 

7 • 21 • 
22 

参しる受け、バーナーキャップび正しくセットされていますか？ 

7-9 

•アル5はく製しる受け皿を使用していませんか？ 

づ使用しないでください。 

已 

•乾電池び正し<セットされていますか？ 

乾電池び消耗していませんか？ 

9-19 

•点火□ックを解除していますか？ 

11 

•操作ボタンを強めに数秒間巧していますか？ 

•ブヴーび鳴って消义しましたか？ 

27-28 

参ゴム管び折れ®びったり、つぶれたりしていませんか？ 

づゴム管の巧れ®びり、つぶれを直してください。 

已 • 10 

参ガス栓のヒューズび作動していませんか？ 

づ機器を接続しているガス栓びテーブルコン□用であることを確認する。 

10 

•温度センサーび高温になっていませんか？ 

ち全機能びはたらいて消乂した場合、温度センサーの温度び下びるま 
で点义してをすぐに消义します。 

づ水を入れたなべやめれふさんなどで温度センサーを;令やしてください。 

19 

⑨ 炎の状態びおかしい 
- 炎び安定しない 
- 炎び黄色い、赤い 
-異甫音をたてて燃える、消 
无る 

• 炎び均一でない 
•使用中、炎び消える 
-なべにずずびつく 
• 消义後、数砂間炎び出てい 
る 

•ノ（ーナー炎□びつまっていませんか？ 

21 

♦点义フラグ、立消え安全装置（炎検知部)、バーナーキャップびめれた 
り、ミちれたりしていませんか？ 

7 • 21 • 
22 

参しる受け、バーナーキャップび正しくセットされていますか？ 

7-9 

参アル=はく製しる受け皿を使用していませんか？ 

づ使用しないでください。 

已 

•ブヴーび鳴って消乂しましたか？ 

27-28 

•グ U ル使用時にコン□を使用すると焼物の塩分（ナトリウム）やカル 
シウムび燃えて、炎びホくなることびありますび、異常ではありません。 

— 

•乂力調節つまみをゆっくり操作していますか？ 

11 

参風び吹き込んでいませんか？ 

扇風機や;令暖房機器の風び当たっていませんか？ 

7-10 

•加湿器を使用すると水分に含まれるカルシウムび燃えて炎びホ<なる 
ことびありますび、異常ではありません。 

— 

•バーナーの炎は点火プラグ、立消え巧全装置、ごと<部分などで、炎 
び短くなっています。異常ではありません。 

参消火操作後数秒間]ン□パーナー炎□からかさな炎び出ることびありま 
すび、バーナー内に残った微量のガスによるをので異常ではありません。 








こんな場合は 

調べてください 参照ぺージ 

③ 使用中ゃ消义後に音びずる 
- 「ポン」と音びずる 
-キシ三音びずる 
-「シャー」と音びずる 

•コン□バーナー使用後に「ポン」といラ火の消えた音びしますび、異 
常ではありません。 

11 

•点义後や消火後にキシ5音びでますび、過熱や;令却されるとさに、金 
属び膨張収縮して起こる音で、異常ではありません。 


参コン□バーナー使用中「シャー」と音びでますび、燃焼するガスの通 
過音で、異常ではありません。 


④点义ずると他のパーナーち 
放電ずる 

•他のノ（ーナーち同時に放電します。異常ではありません。 

11-17 

⑥ パーナー本体び変色ずる 

参炎の熱や煮こぼれにより、バーナー本体び変色することびあります。 
使用上問題ありません。 

8 

⑥ ガスの臭いびずる 

参ゴム管びひび割れたり、巧びあいていませんか？ 

4 

•ゴム管び確実に接続されていますか？ 

4-10 

⑦ コン□パーナー使用中に… 

-調理中に消火ずる 
-自動消义しない 
•点义してちずぐ消える 
• 义力び変わる 
-なべ底びひどく焦げついて 
消义した 

参なベの形状や材質び適していますか？ 

8-12 

•なべ底び凹凸していませんか？ 

•なべ底や温度センサーび巧れていませんか？ 

•油の量び合っていますか？ 

参から焼さに近い調理をしていませんか？ 

参±なべや耐熱ガラスなベや圧力なベを使っていませんか？ 

まれに焦げつさ消火機能び働さ、消火することびあります。 

づ再度点乂してご使用 < ださい。 

12 

•冷凍食品や;令凍したなべをそのまま調理していませんか？ 

づ解凍して再点乂して < ださい。 

— 

参カラメル、みその加熱など水分のほとんどない料理や中义で調理して 
いませんか？ 

づ焦げつさびひどくなる場合びあります。 

13 

•火力を中乂や弱火にして使用した場合、調理によっては焦げつさ消火 
機能び作動して途中消乂する場合びあります。 

づ再度点乂してご使用ください。 

参カレーやシチューの再加熱ですか？ 

づ水を加え弱火でよラすを見ながら調理してください。 

•フライバンやなべをふったり、浮かせて調理していませんか？ 

参圧力なベや無水なベを使用した料理、フライノ f ンを使用したとりのを 
ち焼さなどは焦げつさ消火機能び働さ、消乂する場合びあります。 

づ再度点义してご使用ください。 

参なベの温度び高温になると、自動的に火力を切り替えます。 

強乂 W 弱乂を繰り返し、この状態び30分間続くと消火します。 

14 

•温度センサーび高温になっていませんか？ 

安全機能びはたらいて消义した場合、温度センサーの温度び下がるま 
で点乂してちすぐに消义します。 

づ水を入れたなべやめれふさんなどで温度センサーを;令やしてください。 

19 




こんな場合■は 

調べてください 

参照ページ 

⑥ 調理中に消义ずる 

•コン□を長時間使っていませんか？ 

^コン□消し忘れ消乂機能び作動しました。再点乂して<ださい。 

13- 15- 
17，18- 
19 

•グ U ル調理タイマーび終了しました。 

^再点乂してください。 

参グ U ル過熱防止センサーび作動した場合は、約3分待ってから使用し 
てください。 

⑨グリル使用時 
-焼けずざる 
-焼け足りない 
- 巧けムラ 
- 煙び出る 

•食材に合った火力調節をして<ださい。 

11-18 

•脂のをい魚などを焼< と煙びを<出るため、排気□ながか b ち煙び出 
る場合びあります。 

1已 

参はじめてグ U ルを使ラとさグ U ルや排気□な外から煙や臭いびでます。 
グ U ルには加工油を使っておりその油を焼ささるためで異常ではあり 
ません。 

•しっかり解凍していますか？ 

16 

•みそや巧は取ってから焼いていますか？ 

参魚の置さかたは合っていますか？ 

•塩加減は良いですか？ 

⑩グリル調理タイマー表示部 
の数字びかってに切り替わ 
ったりずる 

参グ U ル使用中は自動消乂まで残り時間を分表をし、自動消乂 30秒前 
からは秒表おします。 

17-18 

⑩ ブザーび 鳴った 
•数回鳴った 
- 鳴り続ける 

•安全機能び作動しています。 

づ確認してください。 

27-28 

参乾電池び消耗しています。 

づ新しい乾電池と交換してください。 

9-19- 
27-28 

•消火の状態で操作ボタンび巧されています。 

づ操作ボタンを消乂の状態にもどしてください。 

2-19 

•部品び故障しています。 

づガス栓を閉め、使用を中止し、お買い上げの販売店、またはをよりの 
当社事業所にご連絡<ださい。 

27-28 

⑩赤いランプび点滅ずる 
- 電池交換サイン（ランプ） 

•乾電池の交換時期び近づいています。 

づ新しい乾電池を用意して < ださい。 

19 

•自動消乂した後、使用したコン□またはグ U ルの操作ボタンを消义の 
状態にもどしましたか？ 

づ操作ボタンををどさないと電池び消耗します。 

11 •18- 
19 

参点火操作時「バチバチ」と放電するととちに、電池交換サイン（ランフ） 
びラすく点滅することびありますび、故障ではありません。 

— 




こんな場合■は 

調べてください 

参照ページ 

⑩ 部品び変色ずる 
-表面び変色ずる 
• ごとくび変色ずる 

参酸性やアルカ1」性洗剤を使用していませんか？ 

20〜22 

参ごとく先端は、炎び当たり白くざらざらになることびありますび、使 
用上問題ありません。 


参炎の熱や、煮こぼれにより変色することびありますび、使用上問題あ 
りません。 


⑩グリル皿にシワ状の模様び 
見える 

-グリル皿び一部黒ずんで見 
元る 

参加工上で発生するをのであり、機能-性能上問題ありません。 

21 

©グリルのみ使用してをトツ 
ププレートび熱<なる 

参グ U ルのみ使用してをグ U ルバーナーの炎や排気の熱によりトッププ 
レートは熱くなります。使用中-使用後しばらくはトッププレートに 
触れないよラを意してください。 

— 


なお、異常のあるとさやおわかりにならないとさには、お買い上げの販売店、またはちよりの当社事業所にご連 
絡ください。不完全な処置は事故のちとになりまず。 





2^ 故障かな？とおった 6 


表示とブザーについて 
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内 容 

原 因 

処置と再使用時のま意 

参照 

ぺージ 

天ぷら油過熱防止機能作動 
焦げつさ消乂機能作動 

天ぷら油の過熱 
焦げつさ 

参 r 故障かな？と思ったら」の r こんな場合は」の⑦を確認する。 
•やけどにを意して再点义を行ラ。 

•天ぷら油過熱防止機能作動中（温度センサーび高温のまま 
の状態)は、点乂してを手を離すと消乂する場合びあります。 

13-19 

温度センヴー過熱防止機能作 
動 

消し忘れによる過熱 
から炊さなど 

• 「故障かな？と思ったら」のにんな場合は」の⑦を確 
認する。 

•やけどにを意して再点乂を行ラ。 

♦温度センサー過熱防止機能作動中（温度センサーび高温 
のままの状態）は、点义してを手を離すと消乂する場合 
びあります。 

19 

立消えま全装置の作動 

炎の吹さ消え 
煮こぼれした場合 
点乂しなかった場合な 
ど 

参「故障かな？と思ったら」のにんな場合は」の瓜③ 
を確認する。 

•周囲にガスびなくなるまで待ってから再点火を行ラ。 

19 

点火時に着火しなかった 

電池交換サインのお巧 b せ 

乾電池の消耗 

•乾電池を交換して < ださい。 

9-19 

立消えま全装置の作動 

炎の吹さ消え 

点乂しなかった場合な 

ど 

参「故障かな？と思ったら」の「こんな場合は」の①、③ 
を確認する。 

参グ U ルとびらを開け、空気を入れ替えてか b 再点乂を行 
ラ。 

19 

点火時に着火しなかった 

グ U ル過熱防止センサーの作 
動 

グ U ルのか日焼さ 
消し忘れ 

連続して使用した場合 
みない食材など 

•操作ボタンを押してをどし、約3分グ U ル庫内が冷える 
のを待ってから再点火を行ラ。 

•作動中（グリル過熱防止センサーが高温のままの状態） 
は、点火してを手を離すと消火します。 

15-16 

19 

コン□消し忘れ消乂機能作動 

使用開始から約2時間 
または設定した時間び 
経過し、自動消义しま 
した。 

•操作ボタンを巧してちどす。 

•続けて使用する場合は、再点火を行ラ。 

13-19 

コン□消し忘れ消乂機能作動 

センサー解除モード終了 

約30分び経過し自動 
消乂しました。 

参操作ボタンを巧してもどす。 

14 

グ U ル調理タイマー終了 

設定した時間び経過し 
自動消乂しました。 

•操作ボタンを巧してもどす。 

17-18 

温度センサー-グ U ル過熱防 
止センサー. 電子部品の故障 

部品び故障しています。 

•ガス栓を閉め、使用を中止し、お買い上げの販売店、ま 
たはフ U —ダイヤルにご連絡ください。 

別添 
連絡先 
—見表 

センサー解除スイツチの故障 



♦防熱板 

•設置場所で、可燃性の壁（ステンレス板などを張りつけた可燃性の壁も含む）か日]已 cm 、 上部はトッププ 
レート上面より ]00 cm じ(上離して設置できない場合、図のように取り付けて使用してください。 


(天井用防熱板）（天井用防熱板） 


(流し台' 調理台用防熱板） 



♦魚とって RTO-ST1 

魚の取り出しや、盛り付けに便利でず。昭 



調理台、流し台 
の側面、上面び 
巧燃せでトップ 
プレートより高 
い場合 


側面専用 


防熱板 巧 B -1 己 0 AI 

※機器と壁と 
すをまびな 
い場合、この 
防熱板を機 
器本体に取 
り付けて使 
用でをます。 


] 


X / / /y / / . 



別売部品をお求めの場合は、当社消耗部品-お手入れ品の販売サイト R-STYLE 
( http :// www . rinnai - style . jp /) または、お買い上げ販売店にておホめください。 
防熱板については、この別売の~指定の防熱板を必ずご使用ください。 


交換部品 (お客様にて取り替え可能な消耗部品) 


♦消耗部品はし)たんできた日交換してください。お求めの場合は、当社消耗部品ぶ手入れ品の販売サイト R . STY に 
( http :// www . rinnai - style . jp /) または、お買い上げの販売店にておホめください。 


交換部品 

希望ル売価格（税込） 

口お 口□を、 

バ ー ナ ー キャップ 

強火カバーナー用 

¥1,470 

1已] -338-000 

標準 バーナー 用 

¥1,365 

151-310-000 

しる受け 

強火カバーナー用 

¥已2已 

009-277-000 

標準 バーナー 巧 

¥己2己 

009-278-000 

ごと < 

¥110已0 

010-29 已-000 

グ U ル排気□カバー 

¥ 73己 

050-032-000 

グ1」ル皿 

¥2,100 

070-1 8已-000 

グ U ル焼網 

¥ 94己 

08 1-0 已 6-000 


※乾電池はちよりの電気店などでお買い巧めください。 

(2009 年3月現在の価格でず。価格-仕様は変更される場合びありまず。あらかじめご了承ください） 

♦当社消耗部品-お手入れ品の販売サイト （ R . STYLE ) では、上記 LU 外の消耗部品やお手入れ品などを幅広く取 
り扱っておりまず。本製品の交換部品は、お客様自身でお取り替えでさる部品び対象でず。 

当社製品の消耗部品•お手入れ品をインターネット販売サイトよりごを文いただけます。 

http://www.rinnai-style.jp/ 














長期巧使用しない場合 


♦お部屋のガス栓を必ず閉めてください。 

♦ガス通路部にほこりび入 b ないよラに機器のホースエンドやガスコードの接続□におずキャップをしてください。 
♦乾電池をはずして < ださい。 

♦お手入れしておくと、次回使巧ずるとさに便利でず。 



廃棄時のお願い 


本機器は乾電池を使巧していまずので、大型ゴ S などで廃棄される場合は、必ず乾電池を取りはずしてください。 
そのままにしておさますと思わめ事故になることびあ0まず。 


アフター ヴー ビス 


修理を依頼されるとさは 

『故障かな？と思ったら』をちラー度ご覧になって確認してください。それでち不 
具合のある場合や不明な場合は、ご自分で修理なさらずにちよりの販売店、または 
フ U —ダイヤルへご相談ください。アフターサービスをお申し付けの際は、次のこ 
とをお知らせ < ださい。 

(1) 製品名-ガス種類 （恒 1参照） 

(2) 型式の呼び（銘板表示のちの） （恒 1参照）及び品名参照） 

(3) 故障または異萬の内容（できるだけくわしく） 

(4) ご住所-お名前-電話番号-道順 巧）訪問ご希望日 

保註について 

当社は保証書に記載してあるよラに、機器の販売後、機器に故障びある場合、一定 
期間と一定条件のちとに無料修理に応ずることをお約束しまず。（詳細は保証書を 
ご覧ください。） 

保証書を紛失されまずと無料修理期間であってち修理費をいただ<場合びあ0まず 
ので大切に保管して < ださい。 

補修用性能部品の保有期 
間について 

補修巧性能部品保ち期間は、当製品の製造巧ち切り後已年間となっています。（補 
修巧性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部品でず） 

転居されるとき 

ガスには都市ガス数種類および LP ガスの区分びありまず。ガスの種類（ガスグル 
ープ）び異なる地域へ転居される場合には、部品の交換や調整び必要となりまずの 
で、転居先のガスの種類を確認のラえ、転居先のちよりのガス事業者にご相談<だ 
さい。この場合、保証期間内でち、調整•改造に要ずる費用はち料となりまず。 

アフターサービスなどに 
ついてねか5ないとさ 

お買い上げの販売店か別添の「連絡先一覧表」を参照していたださ、ちよりの当社 
事業所にご連絡ください。また、 U ンナイフ U - ダイヤル函0120 -054-321 
をご利用 < ださい。 

お客様の個人情報の 
取り扱いについて 

参当社は、お客様よりお知 b せいただいたお客様のお名前-ご住所-電話番号など 
の個人情報を、サービスま動および安全点検ま動のために利用させていただく場 
合びございまずのでご了承ください。 

♦当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力会社に委託ずる場合、法令に基づ< 
義務の履行または権限の行使のために必要な場合、その他正当な理由びある場合 
を除さ、当社じ(外の第己者に個人情報を開示-提供はいたしません。 




仕様 


品 



名 

ハオ ME 650 FS ( SL)-TL 

ハオ ME 650 FS ( SL)-TR 
KGT - M 60 FS 

KGK 600 MR 

型 

式の 

呼 

び 

RTS - M 650 FS-TL 

RTS - M 650 FS-TR 

型 

式 


名 

RTS - M 65 S-T 

種 



類 

グ U ル付ガステーブル 

点 

义 

方 

法 

連続放電点火式 

が 

お 

ブ 

法 

高さ204 mmx 幅已96 mmx 奥行483 mm 

質 

量 （本体 

) 

1 1.0 kg 

ガ 

ス 

接 

続 

9.已圆0ガス用ゴム管 

付 

属 


品 

取扱説明書、保証書、単1 

1あアルカ U 乾電池に個） 


使用 ガス 

使用ガスグループ 

1 時間当たりのガス 消費量 

個別ガス 消費量 

を点义時 
ガス 消費量 

強火 カバー ナー 

標準 パーナー 

グリル 

都 

市 

ガ 

ス 

用 

L 3 

(4 A • 4 B • 40 

2.73 kW 

1.63 kW 

1.37 kW 

已 .3 己 kW 

L 2 

(已 A • 已 AN • SB ) 

2.94 kW 

1.63 kW 

1.37 kW 

已 .3 已 kW 

L 1 

(6 B • 6 C • 70 

2.97 kW 

2.09 kW 

1.37 kW 

己. 76 kW 

已 C 

2.97 kW 

2.27 kW 

1.37 kW 

e.OOkW 

6 A 

2.97 kW 

1.69 kW 

1.37 kW 

已 .70 kW 

12 A 

13 A 

3.9 IkW 

4.20 kW 

2.28 kW 

2.4 已 kW 

1.28 kW 

1.37 kW 

7.0 已 kW 

7.已 7 kW 

L P ガ ス 用 

4.2 IkW 

2.46 kW 

1.41 kW 

7.已 OkW 


(本仕様は改良のためお知らせせずに変更することがありますので、ご了承<ださい) 


製品についてのお問い合わせは 

本 社な日日 2(3 目 1)8211 〒4日 4-0802 名ち屋市中川区福住町2番2白号 
関東支社な 日 3(3471) 日047〒140-0002東京都品川区東品川 1- 巨-目 
東京支店が} 3(3471)9047 〒140-0日日2東京都品リ|区東品川 1— 巨-目 
：] ヒ関東支店な日48(日目 7)4321 〒331-0811さいたま市：]ヒ区吉野町] T 目39目-1 
東関東支店が] 43(273)33 日日 T 261-00 那千葉市美期玄幕張西 2 T 目 7—] 

南関東支店な日4日 (32 日)3051〒の 1-0 犯目横ミ兵市巧奈り眩兰ツミ尺上町4番1日号 
東北支社な日 22(238)831 己〒984-0日02仙台市若林区卸町東1 T 目己一己 


札幌ま店がりに別に日日目〒〇抓-日日31札幌市中央区化一条東 2 T 目 
新漏ま店な日2日に 47) 日目10〒日日日-08目4新漏市東区紫竹 2 T 目 1-74 
中部支社が}日 2(3 目 3)8001 〒4日4-0802名ち屋市中リ I 区福住町2番26号 
関西支社が}目 (678 目)3日日1〒日日日-日日14大阪市西区北堀江 3 T 目10番21号 
広島支店な日 82(277) 引引〒733-0833広島市西区商エセンター 3 T 目4番21号 
高松ま店が} 87(821)80 日日〒7抓-日日日日高松市福岡町 2 T 目11塞6号 
九州ま社な日 92(281)3234 〒8に-0日2目福岡市博を区ち門戸町2番3号 


修理についてのお問い合わせは] 

函0120 -054-321 



M 650 FS -31 AX 01 (01) 
XE -1 己 ◎ 〇 

06000005147150 








